
桑名市教育委員会

「自治体一斉連絡」で

必要な連絡を必要な方へ

令和８年２月１６日

「tetoru」を活用した保護者連絡

　総合教育会議



「保護者からの欠席連絡」

「学校からの一斉連絡」

のツールとして、
令和４年度から段階的に利用
令和７年度から市内全校で利用

学校と保護者をつなぐ

コミュニケーションツール

tetoruとは

https://tetoru.jp/about 



各学校に登録している保護者へ、教育委員会から直接、
連絡の配信や資料の送付ができるサービス

「自治体連絡機能」導入

https://tetoru.jp/service/local_government_contact 



「全保護者へ送信」

の他、

「全小学校」

「特定の学校」

「全校の６年生」

等、柔軟に

送信先の選択が

可能。

送信画面イメージ



これまでの課題

保護者への発信は、原則、学校を介して行う

学校での仕分け

・配付・転送の手間

お知らせが届くまでの

タイムラグ

大量の印刷

市内小中学生＝約１万人

奨学金の案内

自然災害における

休校連絡

児童生徒向け

地域イベントの紹介

保護者へのお願いや

アンケート

教育委員会や市役所

からのお知らせ

保護者への到達が

不確実



自治体一斉連絡の導入により

学校での仕分け・配付

・転送の手間

お知らせが届くまでの

タイムラグ

大量の印刷

市内小中学生＝約１万人

直接保護者に送るので、

学校の手間はゼロ

データ送付のため

ペーパレス

市民の機会

損失減少

学校の

働き方改革

カーボンニュー

トラルに貢献

スピード感の

ある情報発信

保護者への到達が不確実
保護者の手元（スマート

フォン等）に確実に届く

タイムラグなしで

即座に連絡可能



活用事例と成果①

令和7年度「くわっぽサイエンスコンテスト」

（桑名市小・中学校児童生徒科学展）開催のお知らせ

入場者数（2日間）

令和5年度　607人

令和6年度　656人

→令和7年度　867人
※同日程・同会場



活用事例と成果②
保護者へ直接連絡

できるツールとして

効果的に活用

文面にリンクを記載する

ことで、動画やWebサイ

ト、アンケート等に直接

アクセス可能



活用事例と成果③

教育委員会以外の

市役所各課からの

連絡も可能



活用事例と成果④

これまで、学校を通じ

て配布していた市主催

イベントや教育委員会

が後援した地域イベン

トチラシを、特設ホー

ムページに掲載し、自

治体連絡でお知らせ。

学校での仕分け・配付

の手間は減り、保護者

の手元には確実にお知

らせが届く。

※ホームページ掲載・

　保護者への一斉連絡は

　第2・第4木曜日。



活用事例と成果⑤

特設ホームページでは、地域イ

ベントチラシのほか、教育相談

や奨学金制度のお知らせ、給食

献立表等も掲載。スマホ等から

いつでも見られる環境に。



活用事例と成果⑥

自治体一斉連絡によるペーパーレス効果　

約88万枚
削減

約88万枚
削減

※内訳

教育委員会・市役所からのお知らせ

　55万枚

地域イベントのお知らせ

　33万枚

　⇒令和７年９月～令和８年１月までの5ヵ月で　　⇒令和７年９月～令和８年１月までの5ヵ月で　

　教育委員会から保護者へのお知らせ　⇒完全にペーパレスへ移行

　地域イベントのお知らせ　　　　　　⇒完全にHPへ移行


